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指
針

お
よ
び
視
点
 

取
組
内
容
 

研 究 内 容 Ⅰ 协 生 徒 卐  

○
指
針
１
 
児
童
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
探
究
的
な
教
育
活
動

の
設
定
 

Ａ
 
従
来
の
教
育
課
程
で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
を
基
盤
と

し
、
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展
を
意
図
し
た
教
育
活
動
の
質
的

向
上
を
図
る
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
。
 

Ｂ
 
自
ら
の
興
味
関
心
や
学
習
上
の
課
題
等
に
対
し
、
児
童
生

徒
が
主
体
的
に
探
究
的
な
学
習
活
動
を
選
択
・
判
断
で
き
る

柔
軟
性
の
あ
る
教
育
活
動
を
仕
組
む
こ
と
。
 

Ｃ
 
児
童
生
徒
や
学
校
の
実
態
及
び
地
域
が
も
つ
特
性
や
教
育

力
を
最
大
限
に
生
か
し
た
教
育
活
動
の
工
夫
を
行
う
こ
と
。
 

Ｄ
 
取
組
内
容
等
を
決
定
す
る
際
に
は
、
児
童
生
徒
の
意
見
を

聴
取
し
た
り
意
思
決
定
に
参
画
し
た
り
す
る
な
ど
、
児
童
生

徒
の
自
主
性
や
主
体
性
を
高
め
る
工
夫
を
行
う
こ
と
。
 

ジ
ブ
ン
学
：
S
(
S
tu
d
e
nt
)「

ジ
ブ
ン
深
掘
り
タ
イ
ム
」
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 （

視
点

A,
B
,
C
に
該
当
）
 

糸
島
や
志
摩
地
区
の
産
業
や
人
材
を
活
用
し
た
探
究
的
企
業
体
験
活
動
や
大
学
と
連
携
し
た
探
究
的
研
究
者
体

験
活
動
を
通
し
、
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
や
探
究
心
等
に
加
え
、
判
断
力
や
実
行
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
等
の
育
成
を
目
指
す
。
 

ジ
ブ
ン
学
：
S
(
S
tu
d
e
nt
)「

ジ
ブ
ン
育
成
タ
イ
ム
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 （

視
点

A,
B
,
C
に
該
当
）
 

 
生
徒
が
自
身
の
課
題
（
教
科
や
人
間
的
側
面
、
ス
キ
ル
等
）
を
自
覚
し
、
そ
の
課
題
に
応
じ
て
学
習
や
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
選
択
し
、
各
自
の
課
題
解
決
を
目
指
す
。
 

ジ
ブ
ン
学
：
S
(
S
tu
d
e
nt
)「

放
課
後
ジ
ブ
ン
タ
イ
ム
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 （

視
点

B
,
D
に
該
当
）
 

 
放
課
後
個
人
の
選
択
的
活
動
の
時
間
と
し
て
設
定
し
、
好
き
な
よ
う
に
時
間
を
使
う
。
部
活
動
参
加
や
中
庭
で

の
お
し
ゃ
べ
り
、
帰
宅
後
習
い
事
に
行
く
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
 

ジ
ブ
ン
学
：
S
(
S
tu
d
e
nt
)「

On
e
 
S
c
ho
o
l
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 （

視
点

A
,
D
に

該
当
）
 

 
５
月
に
行
わ
れ
る
体
育
祭
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
人
間
関
係
で
行
う
学
校
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
 

ジ
ブ
ン
学
：
S
(
S
tu
d
e
nt
)「

オ
ト
ナ
と
お
話

We
e
k&
D
a
y」

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
（
視
点

B,
C
,
D
に

該
当
）
 

担
任
に
限
ら
ず
、
本
人
が
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
教
職
員
を
選
ん
だ
り
、
学
校
外
か
ら
話
を
し
て
み
た
い
人
を
自

ら
探
し
出
し
た
り
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
自
分
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
。
 

研 究 内 容 Ⅰ 协 教 師 卐  

○
指
針
２
 
自
ら
学
び
続
け
る
教
師
を
目
指
し
た
教
職
員
の
資

質
・
能
力
の
向
上
を
図
る
取
組
 

Ａ
 
教
職
員
自
ら
の
強
み
や
課
題
意
識
に
基
づ
き
、
教
職
員
が

自
ら
企
画
・
運
営
を
行
う
な
ど
、
主
体
的
に
資
質
・
能
力
の

向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
柔
軟
な
研
修
等
の
機
会
を

設
定
す
る
こ
と
。
 

Ｂ
 
教
職
員
に
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
に
は
児
童
生
徒
や

地
域
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
育
成
さ
れ
る
も
の
も
多
い
こ

と
か
ら
、
児
童
生
徒
の
教
育
相
談
や
学
校
外
の
方
々
と
教
職

員
が
協
働
的
に
取
り
組
む
活
動
を
設
定
す
る
こ
と
。
 

Ｃ
 
教
職
員
の
資
質
・
能
力
の
向
上
を
効
果
的
・
効
率
的
に
図

る
た
め
に
、
個
人
目
標
の
設
定
や
取
組
内
容
の
決
定
を
行
う

際
に
、
福
岡
県
教
員
育
成
指
標
を
活
用
す
る
こ
と
。
 

ジ
ブ
ン
学
：
T
(
T
ea
c
h
er
)「

ジ
ブ
ン
育
成
タ
イ
ム
」
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
（

視
点

C
に
該
当
）
 

教
師
が
自
身
の
課
題
（
教
科
等
指
導
や
学
級
経
営
、
保
護
者
対
応
等
）
を
自
覚
し
、
そ
の
課
題
に
応
じ
て
職
員

間
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
課
題
に
応
じ
て
学
習
や
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
等
を
選
択
し
、

各
自
の
課
題
解
決
を
目
指
す
。
 

ジ
ブ
ン
学
：
T
(
T
ea
c
h
er
)「

ジ
ブ
ン
深
掘
り
タ
イ
ム
」
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 （

視
点

A,
C
に
該
当
）
 

教
師
自
身
が
「
わ
く
わ
く
」
し
た
り
「
じ
っ
く
り
」
取
り
組
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
必
要
な
時
間
を
確
保
し
、
単

元
計
画
や
授
業
内
容
等
を
考
え
、
実
践
す
る
。
 

研 究 内 容 Ⅱ  

教
育
課
程
内
で

行
う

授
業
の
在
り
方
を
究
明
す
る
。
短
縮
さ

れ
た
小
学
校

4
0
分
、
中
学
校

4
5
分
の
授
業
に
お
け
る
指
導
や

支
援
の
在
り
方
を
、
授
業
実
践
に
よ
り
検
討
す
る
。
具
体
的
に

は
、
以
下
の
４
点
を
具
体
的
な
検
討
内
容
と
す
る
。
 

〇
 
教
科
等
に
お
け
る
内
容
を
効
果
的
・
効
率
的
に
学
ぶ
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
教
科
等
横
断
的
な
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
デ
ザ
イ
ン
 

〇
 
授
業
時
間
短
縮
に
応
じ
た
指
導
過
程
の
最
適
化
 

〇
 
知
識
及
び
技
能
の
習
得
や
習
熟
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表

現
力
等
を
育
成
す
る
た
め
の
、
効
果
的
・
効
率
的
な
支
援
や

指
導
の
手
だ
て
の
創
出
 

〇
 
児
童
生
徒
の
学
び
を
一
定
の
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え
て
行

う
学
習
評
価
の
内
容
や
方
法
の
整
理
と
適
正
化
 

校
内
主
題
研
究
の
検
討
及
び
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
 

 【
校
内
研
究
主
題
】
 

「
主
体
的
に
学
ぶ
生
徒
を
育
む
学
習
指
導
法
の
研
究
 

～
各
教
科
に
お
け
る
「
真
正
の
課
題
」
を
取
り
入
れ
た
単
元
構
成
の
工
夫
を
通
し
て
～
」
 

 【
授
業
づ
く
り
講
座
】
 

基
本
的
な
指
導
技
術
（
め
あ
て
の
作
り
方
、
板
書
と

I
C
T
の
使
い
分
け
な
ど
）
を
学
ぶ
学
習
会
を
通
し
て
、

教
師
の
授
業
力
を
向
上
さ
せ
て
い
く
。
 



  

Smile Time 活動報告【ジブン深掘りタイム】             令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 研究内容Ⅰ（生徒）の指針１（児童生徒の主体性を育む探究的な教育活動の設定）に基づ

き、糸島や志摩地区の産業や人材を活用した探究的企業体験活動や大学と連携した探究的研究

者体験活動を通し、生徒のチャレンジ精神や探究心等に加え、判断力や実行力、コミュニケー

ション力等の資質・能力の育成に資する。 （ジブン学：S(Student)「ジブン深掘りタイム」） 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和８年４月～10 月  ※ 計 13 回 

（２）活動の実際 

  ４月末に全体でオリエンテーションを開いて探究の６つのジ

ャンル（資料１）について説明した。その後、生徒はアンケー

トで自分の興味・関心に近いジャンルを選択した。今年度につ

いては３年生全員を第１希望とし、来年度も実施が予想される

１、２年生は、一部、第２希望に回し、最終的に各コースの人

数に偏りが出ないように調整した。 

最初の３回はテーマ決めに時間を費やした。テーマの交流会も行った。テーマが明確にな

った生徒から各自の具体的な探究活動を行った。テーマが近い生徒同士は、相談の上、グル

ープを組むことも可能とした。なかなかテーマを決められない生徒については、「探究カウン

セリング担当」の先生に相談にのってもらう仕組みをつくった。学習を進めていく中で、探

究活動の経験が少なく、「深掘り」する視点がうまくもてずに、テーマが漠然としている生徒

が一定数いた。そこで、一人の教員が担当する生徒を 15 名程に限定し（グループ制）、その

教員がチューターとして、生徒一人一人の進捗状況の把握やアドバイス等を積極的に行うよ

うにした。 

第７回目が終わったところで夏季休業に入った。９月か

ら再開し、発表会に向けての活動を中心としながら進め

た。夏季休業期間中に、九州大学に学生サポーター（資料

２）の募集を行った。そこでは、５日間の日程で、13名の

九州大学の学生・院生の参加があり、生徒の探究活動への

アドバイス等をしてもらった。また、発表会に向けて、発

表の形式や例を示して、①プレゼン型 ②実演型 ③展示

型の３つの型（資料３）のいずれかで、生徒全員がグループ内で発表を行った。 

① プレゼン型 ② 実演型 ③ 展示型 

１ 研究背景と目的 

２ 準備・方法 

３ 結果 

４ 考察 

５ 今後の展望 

６ 参考文献 

１ 研究背景と目的 

２ 準備・方法 

３ 結果 

４ 考察 

５ 体験 

６ 今後の展望 

７ 参考文献 

１ 作品制作の理由 

２ 製作時間 

３ 鑑賞者へのメッセージ 

（見てもらいたい点など） 

① くらしの不思議 

② 自然と科学の不思議 

③ スポーツ・運動の不思議 

④ 世の中の不思議 

⑤ アートの不思議 

⑥ ストーリーの不思議 

【資料１】提示した６つのジャンル 

【資料２】九州大学の学生サポーターが支援する様子 

【資料３】探究活動のまとめ方として生徒に提示した発表の形式 



  

また、グループ内での発表終了後は、10 月末の２日間の Smile Time（40 分）を活用して、

全体発表会および全体展示会を行った。全体発表会については、各グループの担当教員が選

出した生徒を中心に、４組の生徒が探究成果について、全校生徒の前で発表を行った（資料

４）。全体展示会については、③展示型を選択した生徒全員の作品を、多目的ホールに展示

し、全校生徒が鑑賞できるようにした。 

 ジャンル 発表生徒 テーマ 

① アート ３年生３名 洋楽ロックを極める！ 【実演型】 

② 
自然と 

科学 

１年生 ミズクラゲの生活環 【発表型】 

③ ３年生 
スパイダーマンのウェブシューターは実際に作れるのか！？ 

【実演型】 

④ 世の中 ２年生 なぜ SNS には中毒性があるのか【発表型】 

 

 

３ 成果と課題 

〇 生徒が毎回、楽しそうに生き生きと取り組む様子が見えた。他学年とグループを組んだ生徒も

いて、同学年だけでなく、学年を超えた交流も生まれた。 

〇 自分がわくわくする（関心をもっている）ことを、形にしていく喜びや充実感をもつと同時

に、その難しさを体感したことで、今後の活動に生かされる教訓を得た生徒が多かった。 

● 教師としては、多様な探究活動を想定していたが、十分な時間が確保できず、生徒が探究活動

の幅を広げられなかったように見受けられた。また、探究活動の方法が、タブレット端末に偏り

過ぎており、単に調べ学習に終始している様子も見受けられた。 

● 主体性を十分に発揮できていない生徒が見受けられた。分野ごとのグループを組んだが、おし

ゃべりやネットサーフィンに終始したり、人任せになったりしている生徒も一部見受けられた。 

 

４ 今後の方向性 

 ・１回 40 分×13回（発表を含む）だったが、もう少し回数を増やしたり、時には２回分まとめて時

間を確保したりするなどして、生徒が自身のテーマを深く見つめ直したり、じっくり取り組んだ

りできる時間の設定が必要である。 

 ・質の高い探究成果をあげた生徒（グループ）を表彰するなど、全校でお互いの探究成果を共有・

評価し、自分の学びに誇りを感じることができる雰囲気や学校文化をつくっていきたい。 

 ・生徒の興味・関心に基づく自己選択・自己決定を一層尊重するとともに、テーマ設定や探究活動

の進め方に困難さを抱える生徒に対して、チューターによる個別の助言や探究カウンセリング等

の支援を充実させる。あわせて、生徒の主体性を引き出す教師の伴奏型支援の在り方について検

証していく。 

【資料４】ジブン深掘りタイム全体発表会にて発表したテーマ一覧 



  

Smile Time 活動報告【ジブン育成タイム】              令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 研究内容Ⅰ（生徒）の指針１（児童生徒の主体性を育む探究的な教育活動の設定）に基づ

き、生徒が自身の課題（教科等や人間的側面、スキル等）を自覚しその課題に応じて、設定さ

れた講座やスキルトレーニングを選択し、各自の課題解決に必要な資質・能力の育成に資す

る。                   （ジブン学：S(Student)「ジブン育成タイム」） 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和８年１月 13日（火）、20 日（火）、29日（木）  ※ 各日 40分×３日間 

（２）活動の実際 

  わくわく講座は、生徒が自分の課題（教科等や人間的側面、スキル等）や、自分の得意な

分野をさらに伸ばすために、教師によって開設された講座一覧（資料１）の中から自分で選

択して受講し、自分のスキルアップにつなげることをねらいとして行った。また、わくわく

講座は教職員全員（栄養教諭・養護教諭を含む。）が一人一講座を開設した。教師側が設定し

た講座の内容としては、各教科等の基礎的な学習内容を復習できる講座から、その教科等に

おいて発展的な内容に取り組めるものを開設し、全３回の講座とした。その際、内容等の重

複がないように、教科部会を開いて内容の検討を行った。事前に生徒にアンケート集約アプ

リにて受講したい講座についての希望を調べた。生徒は講座一覧の中から、第１希望から第

５希望までを選択した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生徒は、自分で選択した講座だったため意

欲的に取り組む様子が見られた。事後のアン

ケート結果（資料２）からも、生徒が自分の

興味・関心に応じて講座を選択していたこと

が伺える。また、講座を選択した理由の中に

は、「一番現実的で役に立ちそうだったから」

という記述もあった。しかし、苦手を克服す

ることや自分の長所を伸ばすという視点をも

って、選択している生徒は少なかった。教師側としても、教科等の学習により興味をもって

【資料２】生徒の事後アンケート結果① 

【資料１】令和７年度に開設したわくわく講座一覧 



  

もらうために、基礎的な内容から発展的な内

容まで多様な講座を準備した。事後のアンケ

ート結果（資料３）からは、受講後に生徒が

その教科等の学習により興味をもったことが

わかる。また、通常の教育課程での授業を受

けることに苦手意識があったり、学習意欲が

高くなかったりする生徒も、自分が選択した

講座には途中からでも参加する様子も見られた。 

 

３ 成果と課題 

〇 生徒が自分で選択した講座であり、教師も自分の得意を生かした講座だったため、生徒・教師

ともに楽しく専門性の高い意義のある学びを共有でき、ウェルビーイングを向上させる一助とな

った。 

〇 日頃、教室で授業に参加することが困難な生徒が自分で選択したわくわく講座に参加する姿が

見られた。このことから、生徒の興味・関心に応じて学習内容を選択できる環境を整えること

が、多様な生徒の学びへの参加を促す可能性が示唆された。 

● 教科の本質に触れることができる講座をさらに設定する必要がある。各教科で講座内容を再度

検討し、研究内容Ⅱ（授業づくり）やジブン深掘りタイム（探究活動）につながるようにしてい

く必要がある。 

● 生徒自身が課題意識や自分の強みを伸ばすという視点をもって、講座を選択できている生徒が

少なかった。自分の課題や強みを把握するための取組が、講座を選択する前に必要だと考える。 

 

４ 今後の方向性 

 ・令和８年度は年間２回（11 月、１月）実施するよう計画している。時期の設定理由としては、前

期の学習成果を受けて自分の課題や強みを把握し、後期中間ごろで２回を計画的に選択できるよ

うにする。 

 ・講座の内容については、各教科において自分の課題を克服するための講座や、自分の強みを伸ば

す講座をバランスよく設定するようにする。また、生徒がその教科等について、さらに学びを深

めたいといった生徒の探究心を刺激するような講座内容を工夫する。 

 

 

 

【資料３】生徒の事後アンケート結果② 



  

Smile Time 活動報告【放課後ジブンタイム】              令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 研究内容Ⅰ（生徒）の指針１（児童生徒の主体性を育む探究的な教育活動の設定）に基づ

き、放課後個人の選択的活動の時間として設定し、好きなように時間を使う活動を通し、生徒

が自身の学びを計画的に進めるために必要な資質・能力の育成に資する。 

（ジブン学：S(Student)「放課後ジブンタイム」） 

 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和８年５月 19日（火）、６月２日（火）、11日（木） 計３回 

 

（２）活動の実際 

  生徒が自らの興味・関心や課題意識に応じて過ごし方を決定する「個人の選択的活動の時

間」として設定し、校内各所を開放して実施した。主な活動場所と生徒の様子は以下のとお

りである。  

ア ランチルーム・各教室での様子 

  各テーブルに分かれ、自分で取り組む内容を決定し、学習に取り組む姿が見られた。取

り組んでいた内容としては、学習プリントの要点整理やワークを活用した授業の復習、ま

た生徒が教師に来てもらい、教科担任も参加した学習会などが挙げられる。また、学年や

学級の枠を超えて集まり、互いに教え合ったり質問し合ったりして自発的に学習する場面

も見られた（資料１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図書館での様子 

  昼休みにゆっくり本を読む時間が少ないため、静かな環境の中で、各自が興味のある書

籍や専門書を黙々と読書する姿や、じっくりと調べ学習に向き合う姿が見られた（資料

２）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】ランチルーム、教室での学習に励む生徒の様子（R8 ５月・６月） 

 

【資料２】図書室で読書・調べ学習に励む生徒の様子（R8 ５月・６月） 



  

ウ 体育館・グラウンドでの様子 

  身体を動かしたい生徒が集まり、バスケットボールやバドミントン、ランニングなどの

スポーツを仲間と自主的に楽しむリフレッシュ・運動の場として活用していた（資料３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

〇 生徒が自らの興味・関心や課題意識に応じて活動を選択し、学習や読書、運動等に主体的に取

り組む中で、時間を自己調整・管理する計画性の素地が育まれた。 

 

〇 ランチルーム等を開放したことで、学年や学級の枠を超えた学習の教え合いや自然なコミュニ

ケーションが生まれ、学校が安心できる居場所になるきっかけとなった。 

 

● 生徒の活動場所（ひだまりホール、図書館、体育館、グラウンド等）が多岐にわたり、教員の

見守り体制及び生徒の動向把握に困難さが生じた。 

 

● 体育館やグラウンド利用において部活動の練習との境界線が曖昧になる場面が見られ、また自

由度の高さゆえに目的を見いだせず過ごし方に戸惑う生徒への支援体制に課題が残った。 

 

 

４ 今後の方向性 

・自主的な学習や中庭でのおしゃべり、帰宅後習い事に行くなど多様な選択肢があることを生徒に

あらためて周知し、校内に残る生徒と下校する生徒の状況を事前に把握する。 

・ 「放課後ジブンタイム」を独立した時間として終わらせず、「ジブン深掘りタイム」で設定した個

人の探究の続きに取り組む時間にしたり、「オトナとお話 Week&Day」のように先生への質問や進

路相談に行く機会として活用したりするなど、生徒自身が目的に応じて他の取組や授業と連動さ

せて使えるように時間設定を見直したり、この活動に応じた支援を行ったりする。 

 

 

 

 

【資料３】体育館やグラウンドでスポーツをする生徒の様子（R8 ５月・６月） 



  

Smile Time 活動報告【One School プロジェクト】           令和８年 11月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 研究内容Ⅰ（生徒）の指針１（児童生徒の主体性を育む探究的な教育活動の設定）に基づ

き、５月に行われる体育祭のブロックでの人間関係で行う学校行事やレクリエーション大会等

の企画を通し、生徒の計画性やチャレンジ精神の育成に加え、人間関係の醸成等の資質・能力

の育成に資する。          （ジブン学：S(Student)「One School プロジェクト」） 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和７年 11月 21 日（金）、 令和８年２月 24日（火）  ※ 計２回 

（２）活動の実際 

  生徒が企画・運営するイベントは、学年を超えて生徒同士が安心して楽しみながら関わる

機会をつくり、交流を通して友人関係の構築を促進したり、１年生に志摩中を「楽しい」と

思ってもらったりすることをねらいとして行った。対象者は志摩中学校に在籍する生徒と

し、生徒の主体性を重んじるために強制せず、自由参加制とした。 

  具体的なイベント内容としては、１回目は武道場と多目的ホールにて「人間ボウリング」

「ボッチャ」「モルック」を行った。「人間ボウリング」では、生徒をピンに見立ててバラン

スボールを当てるというルールを実行委員が考案した（資料１）。また、２回目は校舎の様々

な場所に設置されたミッションをクリアすることで星のポイントを集め、グループで競い合

うルールの「志摩中ミッション・インポッシブル」を実行委員が考案し開催した（資料２）。 

  開催するにあたって、有志の実行委員は自分たちで一から企画書を作成した。何度も企画

書を練り直し、糸島市役所に自ら連絡を取り、モルックなどの道具を借りに行くなど、多岐

にわたる準備を自分たちで計画的に行った。「志摩中ミッション・インポッシブル」では６か

所のミッションを考案した。中には、実行委員の特技を生かしその場でギター演奏をするイ

ントロクイズや、一体感を楽しむためにくじで引いた単語から連想するポーズをグループで

そろえるミッションなどがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】生徒が企画・運営したイベントの活動の様子（R７ 11 月実施） 



  

企画・運営に当たった有志の実行委員の中には生徒会役員の生徒も数名いたため、これまで

の運営経験を存分に活かして組織を動かしていた。また当日の運営に際しては、２年生が３年

生の動く姿を間近で見ることで、そのノウハウや動き方を自然と学ぶことができた。さらに、

１回目（11 月）の運営する生徒（３年生）を見て、２回目（２月）はやってみたいと思って立

候補した２年生が多々見られた。この縦のつながりによる教育効果は大きく、２年生が３年生

に進級するにあたり「今度は自分たちが中心となって、また運営をやりたい」という生徒が現

れるなど、次代のリーダー層が確実に育っている様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

〇 生徒主体の企画・運営と自由参加という形式により、多くの生徒が「楽しむ」という共通目的

のもとに集まり、学年やクラスの枠を超えて安心して関わり合える場となった。特に１年生にと

っては、上級生の温かい企画や生き生きと運営する姿に触れる機会となり、志摩中学校に対する

「楽しい場所」という安心感や帰属意識を醸成する一助となった。 

〇 ３年生の意欲的な運営を２年生が間近で見たことで、次年度の運営に対する高い意欲が引き出

された。一過性のイベントに留まることなく、生徒の間で主体性やリーダーシップが次世代へと

引き継がれる、持続可能な取組となっている。 

● 自由参加制のよさがある反面、参加を見送った生徒や、こうした集団活動に抵抗がある生徒へ

の配慮やアプローチについては、周知方法や企画のバリエーションを含めてさらに精査する必要

がある。 

● 新学期や学期末などの多忙な時期と重なるため、生徒が主体となって企画・準備を進めるため

の十分な時間的余裕の確保や、教員側の効果的なサポート体制の構築が必要である。 

４ 今後の方向性 

・ 意欲を示している現２年生を中心に新組織を早期結成し、培ったノウハウを引き継ぐ。さら

に、より多くの生徒が参加できるよう、生徒実行委員会とともに企画の多様化や実施場所の工夫

を重ねて活動の質を高め、志摩中の新たな伝統として定着させていく。 

・ ３年生の総合的な学習の時間（起業家教育）が本格化する５月以降は、各種行事や学習の重複

により生徒・教員ともに準備時間の確保が難しくなる。そのため、十分な期間を確保し落ち着い

て取り組めるよう、昨年度同様の 11 月・２月実施を基本として年間計画に位置付ける。 

【資料２】志摩中ミッション・インポッシブルの活動の様子（R８ ２月実施） 



  

Smile Time 活動報告【オトナとお話 Week&Day】             令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 研究内容Ⅰ（生徒）の指針１（児童生徒の主体性を育む探究的な教育活動の設定）に基づ

き、担任に限らず、本人が話を聞いてほしい教職員を選んだり、学校外から話をしてみたい人

を自ら探し出したりして、自分の人生について考える契機とするとともに、キャリア発達に必

要な資質・能力の育成に資する。    （ジブン学：S(Student)「オトナとお話 Week&Day」） 

 

２ 内容 

 （１）実施期間   

オトナとお話 Week 令和７年 11 月 17 日（月）～11 月 21 日（金） 

オトナとお話 Day  令和８年６月２日(火)、６月 11 日(木)、６月 23日(火) 

（２）活動の実際 

昨年度実施したオトナとお話 Week では、生徒が話したいと思った教員が生徒一人一人の学

校生活全般（学習・進路・友人関係・家庭・心身の健康など）について、放課後に面談を行

い、生徒についての現状の理解と今後の支援方針を担任と共有した。 

今年度実施したオトナとお話 Day では、生徒が話したい相手が校内の教員であった場合に

は、生徒がアポイントメントをとり、相談を行った。話したい相手が学校外であった場合に

は、アポイントメントをとるための文書作成を行った。初日のオリエンテーション【資料

１】では、話してみたい相手はいないか、そのためにどんな準備が必要かについて担当教員

から説明を行った。２日目、３日目はアポイントメントをとるためにどのような文章を送る

か、どこに送ればよいのかについて調べ学習を行った【資料２】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料１】 オトナとお話 Day オリエンテーションの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】 オトナとお話 Day 調べ学習の様子 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】 オトナとお話 Day 生徒が記入したワークシート ２名分 

 【資料３】の左は本校バスケットボール部に所属する生徒で、福岡大学附属大濠高等学校

バスケットボール部の監督を、そして右は本校軟式野球部に所属する生徒であり、福岡ソフ

トバンクホークス所属の選手を話したい相手として選択した。２名とも、自身が行っている

スポーツについてアドバイスをもらうためにこの企画に参加した。 

 

３ 成果と課題 

〇 例年行っている教育相談とは異なり、生徒が話を聞いてほしい教員を選択することができたた

め、学習・進路・友人関係・家庭・心身の健康などを生徒にとって相談しやすい環境を整えるこ

とができた。 

〇 生徒が希望する教員と面談を行うことで生徒についての現状の理解を深めることができた。ま

た今後の支援方針を教員間で共有することで、適切な支援の方針を検討することができた。 

● オトナとお話 Week を実施している週に出張や、休暇などで生徒との相談時間が短くなってしま

った場合があった。 

● オンラインでの面談も検討したが、学校外の実際に話したい相手と話すことができなかった。 

 

４ 今後の方向性 

・ 取組を実施する期間を広く設定しておき、生徒が相談した際に十分話すことができるように時

間を設定していく。 

 ・ 生徒が学校外の相手と面談を希望した際には、有名人と話すことやファンレターを送ることが

目的ではなく、自分の人生について考えるきっかけになるような相談相手や、相談内容であるか

どうかを教員と対話しながら生徒自身が考えることができるように支援していく必要がある。 



  

Smile Time（教師）活動報告【ジブン育成タイム】           令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 研究内容Ⅰ（教師）の指針２（自ら学び続ける教師を目指した教職員の資質・能力の向上を

図る取組）に基づき、教師が自身の課題（教科等指導や学級経営、保護者対応等）を自覚し、

その課題に応じて職員間でグループを作り、課題に応じて学習やスキルトレーニング、オンデ

マンド研修等を選択し、各自の課題解決に必要な資質・能力の育成に資する。 

（ジブン学：T(Teacher)「ジブン育成タイム」） 

 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和７年 10月～令和８年 10 月  ※ 計 ６ 回 

（２）活動の実際 

ア 社会科授業づくり講座 

（講師：福岡教育大学 藤島俊幸 先生／全２回：R7.10、 R8.2） 

学習指導要領解説書に基づく授業の具現化や学習指導要領の読み方、概念的知識の獲得

から逆算した「逆向き設計」による単元構造化について学んだ。 

イ マネープラン教室【資料１】  （講師：ジブラルタ生命 広瀬悌二 先生／R8.1.14） 

生徒に金融教育ができるようになることや、教師自身の将来の生活設計を見据え、積立

投資・税制優遇制度を活用した資産形成ができるような内容を学んだ。 

ウ 外国語科特別部会【資料２】  （講師：九州大学 内田諭 先生／R8.1.28） 

本校外国語科教諭の公開授業に対する指導助言および AI 評価システムの体験を通してス

ピーキング・ライティング指導を学び、生徒の「学びの主体的な調整力」を育む指導法を

受講した。 

エ 外国語科特別部会       （講師：春日北中学校 荒川大地 先生／R8.8.5） 

「語用論」に基づいた段階的な「マルチモーダル・リスニング」（相手の意図や思いを捉

え、自分の考えを再構築できる学習指導法）の実践を学び、生徒が主体的に表現し対話す

る授業改善の手だてを深めた。 

    オ 特別支援教育部特別部会 

（講師：福岡教育大学 一木 薫 先生／全２回：R9 １月上旬および下旬の予定） 

特別支援教育における自立活動について、実態把握の仕方や実態を踏まえた適切な支援

や指導法について、具体例を交えて講話をもらう予定。参加対象は、特別支援学級担当の

教員だけでなく、全教職員を対象に実施する予定。全教職員が参加することで、多様な個

性や特性、背景を有する子供たちの包摂につながると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 【資料１】マネープラン教室（R8 １月） 【資料２】外国語科特別部会（R8 １月） 



  

３ 成果と課題 

○  福岡県教員育成指標と面談を連動させたことで、基本研修のないキャリアステージであっても

自らの強みや課題に応じた目標設定ができ、目的意識をもって主体的に研修や授業研究に臨むこ

とができた。 

〇 外国語科における生成 AIを活用した生徒の振り返り指導や、社会科の「練られた問い」と資料 

精査による単元構築など、実社会に生きる学力を育む具体的な授業改善につながった。 

● 「Ａ計画」で立案した成長プランの進捗管理が個々の教員にまかせたままとなり、研修で得た知 

 見や指導の手立てを、日々の年間指導計画や学習指導案へ組織的に落とし込んで継続的に検証す

る仕組みが不十分であった。 

● 各教科で取り組んだ先進的な授業改善の成果や学びの履歴を、教科の枠を越えて職員全体へ共 

 有し合う機会を十分に確保できなかった。 

 

４ 今後の方向性 

・教科部会等で学習指導案や実践事例の共有機会を定期的に設け、研修成果を日々の教育課程へ確

実に定着させていく。 

・育成タイムで培った単元構想力や指導技術を、「ジブン深掘りタイム」における校外体験学習の教

材化や生徒の探究活動へ直接連動させ、学校全体で生徒の主体的な学びへ還元する。 

 ・ 『ジブン育成「Ａ計画」』を引き続き策定し、福岡県教員育成指標に基づいた自己の「強み・課

題」を可視化し、その上で管理職との面談を連動させながら、各自のニーズに応じた校内・校外

の研修を各自で実施していく。 

 



  

Smile Time（教師）活動報告【ジブン深掘りタイム】          令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校 

１ 目的 

〇 研究内容Ⅰ（教師）の指針２（自ら学び続ける教師を目指した教職員の資質・能力の向上を

図る取組）に基づき、教師自身が「わくわく」したり「じっくり」取り組んだりすることが必

要な時間を確保し、単元計画や授業内容等の検討を通して、教師の力量向上に必要な資質・能

力の育成に資する。           （ジブン学：T(Teacher)「ジブン深掘りタイム」） 

 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和７年 10月～令和８年 10 月  ※ 計 ４ 回 

（２）活動の実際 

     教師と生徒がともに「わくわく」しながら学びや経験を深めることを目指し、校外の現場

や地域の教育資源・地域行事を積極的に活用した実践的な活動に取り組んだ。 

ア 地域史跡・平和学習「雷山空襲フィールドワーク」【資料１】 

 （教科問わず／R8.6.10） 

地域の方によるガイドのもと、雷山空襲の際に使われ

た防空壕（おにくら）の内部や被災樹木などを実際に巡

り、戦時下に地元・糸島で起きた「雷山空襲」の痕跡を

歩きながら直接学ぶ活動を行った。地域の生きた歴史や

戦争の記憶を現地で体感する貴重な機会となった。 

 

イ 福岡地方・高等裁判所見学会および司法体験【資料２】 

（社会科教員中心・希望生徒／全３回：R8.3.25～26、 

R8.8.18） 

生徒と教員がともに裁判所を訪問し、裁判所職員によ

る説明を受けた後、実際の法廷における裁判傍聴や模擬

裁判を体験した。法廷の厳粛な雰囲気を肌で感じ、公正

な判断の大切さや主権者としての司法の役割について深

く考える機会を創出することができた。 

 

ウ 糸島駅伝への参加（志摩中職員有志／R8.2.8）【資料３】 

志摩中教職員チームを結成して地域の糸島駅伝に出場

した。互いに声を掛け合いながらたすきをつなぎ、沿道

からの温かい声援を受けながら完走を目指す中で、職員

間のチームワークや地域とのつながりを体感する活動と

なった。 

 

 

 

 

【資料１】雷山空襲フィールドワーク 

【資料２】裁判所見学および司法体験 

【資料３】職員で参加した糸島駅伝 



  

３ 成果と課題 

○  地域の戦災遺構や裁判所といった本物の現場に足を運び、自ら体感したことで、教員自身の授

業づくりの視野が深まるとともに、教科書を超えた問題意識や探究へのわくわく感を生徒と共有

することができた。 

〇 糸島駅伝や地域のフィールドワークに教職員が主体的に参加したことで、職員間のチームワー

クや連帯感が深まり、地域の一員としてのつながりや協働意識を高めることができた。 

●  校外活動や駅伝等で得られた成果や熱量を、参加した教員・生徒のみにとどめず、学校や学年

全体の教育活動へ十分に波及・共有する仕組みが不十分であった。 

● 地域の専門家や外部機関との連携が単発的な行事にとどまり、日々の指導の中に系統的・継続

的に位置付ける体制づくりが不十分であった。 

 

４ 今後の方向性 

・校外活動での体験や熱量を生徒へ還元できるよう、全校集会や授業の実施等、生徒に伝える機会

の設定を検討する。 

・地域の専門機関や地域行事との連携窓口を整理し、単発で終わらない継続的な協力体制を構築す

るとともに、教師と生徒がともにわくわくできる新たな校外活動テーマを開拓していく。 



  

Smile Time（教師）活動報告【わくわく授業づくり部】         令和８年 11 月 13 日（金） 

 糸島市立志摩中学校  

１ 目的 

  〇 校内主題研究の検討や、授業づくり講座での学習会を通して、５分短縮授業における指導や

支援の在り方について、教職員の基礎的・基本的な指導力向上に必要な資質・能力の育成に資

する。 

２ 内容 

 （１）実施期間  令和７年９月 ～ 令和８年８月  

 （２）活動の実際 

  ア 主題研究構想の確認・共有化 

志摩中学校の教育重点目標に掲げられた「生徒と教師がともに“わくわく”する学びの創

出」に基づき、授業づくり部のメンバーで授業形態や授業方針について検討を行った。 

また、昨年度の９月から主題研究構想の検討（資料１）

を行ってきたが、本年度は生徒がこの教科を学んでよかっ

た、さらに学びを深めていきたいと思えるような学習課題

の設定、４５分授業に伴う学習内容の厳選と授業展開の工

夫を大きな柱としてテーマを、「主体的に学ぶ生徒を育む学

習指導法の研究 ～各教科における『真正の課題』を取り

入れた単元構成の工夫を通して～」とし、具体的な授業展

開をいくつか考えた。その際、研究主任が主題研究の趣旨と具体的取組について説明し、授

業づくり部メンバーが各教科の先生方に還元できるようにした。 

 

イ 教科部会の定例化・特別部会の実施 

   研究発表会及び授業力向上に向け、各教科における教科部会を定例化し、月１回実施し

た。教科部会では、各教科における真正の課題とは何かを検討したり、公開授業の指導案

についても検討したりした。現在、教科によっては外部講師を招聘し、各教科の特別部会

として、生徒がわくわくする授業づくりや次期学習指導要領の方向性についての理解を深

めている。実施した内容は以下のとおりである。 

① 外国語科特別部会 

〇実施日 令和８年１月 28 日 

テーマ 学習指導要領改訂の方向性とＡＩ活用について 

講 師 九州大学大学院言語文化研究院・地球社会統合科学府・共創学部 

准教授 内田諭先生 

 

〇実施日 令和８年８月５日（資料２） 

テーマ 「相手の意図や思いを捉え、自分の考えを 

再構築できる学習指導法」 

     ～語用論に基づいた段階的なマルチモー 

ダル・リスニング～ 

講 師 春日市立春日北中学校教諭 荒川大地先生 
【資料２】外国語科特別部会（R8 ８月） 

【資料１】わくわく授業づくり部会議 



  

② 社会科特別部会 

実施日 令和８年２月 10日（資料３） 

テーマ 対話的で深い学びの実装 

～次期学習指導要領を見据えて～ 

講 師 福岡教育大学准教授 藤島俊幸先生 

 

③ わくわく授業づくり部による授業づくり講座 

       実施日 令和８年７月 15日（資料４） 

       テーマ 特別支援学級におけるめあての提示の仕方と 

板書の工夫 

講 師 糸島市立志摩中学校特別支援教育課 

教諭 畠中香、井上和香那 

 

ウ 前期の振り返りの共有 

令和８年度第１回授業アンケート及び全国学力・学習状況調査から見える本校の現状と課

題を校内研修会において共有した。今後の課題として、「教科の授業の内容は、将来、社会に

出たときに役に立つと思いますか」という質問に対する否定的な回答が多く、その教科を学

びたいと強く思う意欲や当事者意識につながっていない現状がわかった。後期に向け、実社

会との結びつきや将来の有用性を実感できる実用的課題や、知的好奇心を刺激し、世界の仕

組みに驚きや不思議を感じさせる学問的課題に基づく「真正の課題」を設定した授業改善を

行うことを教員全体で共有した。その後、各教科でできることを共有し、生徒が主体的に

“わくわく”しながら学びに向かうことができる手立てを話し合った。 

 

３ 成果と課題 

〇 教科部会を定例化することで、研究主題の内容を共有し、各教科の授業における具体的手立て 

を考える等、授業改善に向けた一助となっている。 

〇 生徒による授業アンケートや全国学力・学習状況調査の具体的な数値をもとに出てきた課題

を、校内研修会において全職員で共有したことで、後期の授業に向けた具体的な改善策を各教科

で検討することができた。 

● 校内での授業づくり講座だけでなく、各教科で外部からの専門家を招聘し、次期学習指導要領

の動向を踏まえた教科指導力を高める必要がある。 

● 授業アンケート、全国学力・学習状況調査の分析をもとに、生徒が学びたいと思える「真正の

課題」に基づく授業を実践する必要がある。 

 

４ 今後の方向性 

・ 授業力向上、次期学習指導要領に向けた国の方向性をより理解するための研修会を行う際に、

各教科の指導主事を招聘し、授業観の転換ができるようにする。 

 ・ 生徒がその教科で学んだことが、将来、社会に出たときに役立つと思えるような学習課題を設

定し、生徒と教師がともに“わくわく”する学びを創出していく。 

【資料３】社会科特別部会（R8 ２月） 

【資料４】授業づくり講座（R8 ７月） 



 本日、探究成果を発表する３名の生徒の探究の概要を紹介します。 

 

発表生徒①：中学１年生 

探究テーマ：ミズクラゲの生活環 

探究の概要： 

ミズクラゲの神秘的な姿に興味をもち、生活環を調べる中で、サ

ンゴやイソギンチャクとは異なり、ポリプがストロビレーションを

経てクラゲになる理由に疑問をもち、探究した。当初は、餌を探し

やすくするためではないかと仮説を立てたが、ストロビレーション

が起こる条件を調べる中で、クラゲになることには別の意義がある

と考えた。さらに、有性生殖による遺伝的多様性の確保と、移動能

力の獲得による環境変化への対応という二つの観点から考察を深め

た。最後に、クラゲの大量発生や海洋汚染にも目を向け、生物の生存戦略と海洋環境とのつながり

について考えた【資料１】。 

 

 

探究生徒②：中学２年生 

探究テーマ：SNS にはなぜ中毒性があるのか？ 

探究の概要： 

自分自身が SNS を利用していることをきっかけに、SNSになぜ中

毒性があるのかについて探究した。SNS には、友人とのコミュニケ

ーションや情報収集、学習などの利点がある一方、中毒性には、や

る気や快感、達成感などに関わる脳のドーパミンや、「認められた

い」「孤立したくない」という社会的・心理的要因が関係しているこ

とを明らかにした。これらの仕組みを理解し、SNS の利点とリスク

の両面から、日常生活における適切な利用の在り方について考察し

た。自分の利用習慣を見直し、よりよい付き合い方を考えることにつなげた【資料２】。 

 

 

探究生徒③：中学３年生 

探究テーマ：ウェブシューターは実現可能なのか 

探究の概要： 

友達と映画館で『スパイダーマン』を見たことをきっかけに、ウ

ェブシューターの実現可能性に興味をもち、探究した。クモの糸の

主成分であるタンパク質「スピドロイン」や、その強さとしなやか

さの仕組みを調べるとともに、100 円ショップの商品を活用して実

際に糸を飛ばし、蜘蛛の巣を作る検証にも取り組んだ。その過程

で、人間を持ち上げられる装置を実現するには、強くしなやかな糸

の生成や壁への固定など、多くの技術的課題があることに気付い

た。調査と実験の両面から実用化の難しさを考察し、その可能性を探った【資料３】。 

【資料１】ジブン深掘りタイム全体発表会での探究生徒①による発表 

【資料２】ジブン深掘りタイム全体発表会での探究生徒②による発表 

【資料３】ジブン深掘りタイム全体発表会での探究生徒③による発表 



令和８〜10 年度 糸島市立志摩中学校 主題研究の概要 

１ 研究主題 

主体的に学ぶ生徒を育む学習指導法の研究 

～各教科における「真正の課題」を取り入れた単元構成の工夫を通して～ 

 

２ 研究前段（目黒区の先行研究と文部科学省研究指定校としての本校の立ち位置） 

東京都目黒区では各授業時間を５分短縮することで「１日約30分の裁量的な時間」を創出し、生徒の探究

的な活動や教員の資質向上に充てる教育課程の研究を積み重ねてきた。この研究は、教育課程の工夫で生み

出す時間的・精神的な「余白」を土壌とし、教育の質をさらに高める段階にある。 

こうした中で、本校及び校区内４校は、令和７年度から10年度までの４年間、文部科学省から「研究開発

学校」の指定を受けた。研究開発課題については、「多様な個性や特性、背景を有する子供たちを包摂する

柔軟な教育課程の編成」である。本校及び校区内４校では、この課題を糸島市の地域性や実態等に即して、

研究内容を以下の２点に集約した。 

研究内容Ⅰでは、目黒区が先駆けて取り組んできた教育課程の「柔軟かつ効果的な運用」をさらに深化・

発展させること、研究内容Ⅱでは、授業時間の短縮によって創出された裁量的な時間を踏まえ、指導や支援

の質をいかに担保すべきか、その具体的な在り方を追究・実証することとした。 

本校は、先進モデル校として、「独自性」を追求しながらも、「再現性」や「汎用性」等の高い取組を

全国へ発信していき、次期学習指導要領策定の一翼を担うことを目指している。 

本校の主題研究は、研究内容Ⅱの追究・実証として位置づけている【資料１】。 

 

 

 

 

  裁量的な時間の創出は、授業時間の短縮を伴うため、限られた時間で最大限の効果を上げる授業の質的 

転換は避けて通れない課題である。本校では、社会からの要請に応える生徒育成の研究を前提にしながらも、

研究内容Ⅱを追究・実証するべく、研究主題を「主体的に学ぶ生徒を育む学習指導法の研究〜各教科におけ

る「真正の課題」を取り入れた単元構成の工夫を通して〜」とした。 

 ※ 【資料１】①における教科等横断的なカリキュラムのデザインについては、主題研究２年目に教科部

会、または拡大教科部会と連携し、推進していく。 

 

３ 主題設定の理由 

（１）社会の要請から 

現代は未来予測が困難な「VUCA」の時代であり、生成AIをはじめとするデジタル技術の急速な進展に

より、社会構造は劇的に変容を遂げている。令和７年９月の文部科学省教育課程企画特別部会における

「論点整理」では、画一的な能力以上に、独自の視点や発想の価値等が強調された。そこでは、従来の

「正解主義」からの脱却を図り、民主的かつ公正な社会の基盤として学校を機能させる必要性が指摘さ

れている。こうした背景の下、学校教育においては、豊かな人間性や学びに向かう力を

育むとともに、思考力・判断力・表現力等を駆使して知識を概念として深く理解し、未知の状況でも 

活用可能な「生きて働く確かな知識」を習得させることが一層重要視されている。したがって、「主体

的に学ぶ生徒」を育成し、真に「使える知識」の習得を可能にする学習指導法を究明することは極めて

意義深いと考える。 

【資料１】研究開発課題における研究内容Ⅱ 



（２）本校生徒の実態と課題 

令和６、７年度の全国学力・学習状況調査の生徒質問紙から、本校３年生の学習に対する懸念点が 

顕著となった。まず、質問項目（32）「１、２年生の時に受けた授業では課題の解決に向けて、自分で

考え、自分から取り組んでいましたか」に対して、肯定的な回答をした生徒は、全国平均を 3.4pt（県

平均を 1.15pt）下回る結果となった。特に最も肯定的な「当てはまる」と回答した生徒の割合は、全国

平均比で-4.95pt（県平均比で-3.65pt）と低い【資料２】。これらのデータから、全国や福岡県の傾向

と比較し、本校生徒は、授業で学習課題の解決に主体的に取り組むことができていないという実態が明

らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   このような主体的な学習態度に対する認知の低さは、質問項目（37）「授業で学んだことを、次の学

習や実生活に結びつけて考えたり生かしたりすることができると思いますか」の回答結果に関連がある

と考える【資料３】。この項目に対して、肯定的に回答した生徒は全国平均を2.55pt（県平均を2.5pt）

下回っており、特に、「当てはまる」と回答した生徒は、全国平均より5.65pt（県平均より5.6pt）も低

いという顕著な格差が見られた。この結果は、授業での学びが『次の学習や実生活への活用』に結びつ

いていない現状を示唆しており、授業が単なる『知識の暗記や正解を出すための処理』として認識さ

れ、学びの意義が実感できない状態では、「生きて働く確かな知識」の獲得には至らない。つまり、主

体的に学ぶ態度の育成のためには、『何のために学ぶのか』という目的意識が欠かせないと考える。 

さらに、自己調整学習（主体的な学び）の基盤となる振り返りについても問題が浮き彫りとなった。

質問項目(36)「学習した内容について、わかった点やよくわか

らなかった点を見直して次の学習につなげることができていま

すか」に対して、肯定的に回答した生徒は全国平均を5.55pt

（県平均を4.85pt）下回った。特に、「当てはまる」と回答し

た生徒の割合は全国平均比で-7.0pt（県平均比-6.65pt）と大き

く下回る結果となった【資料３】。 

したがって、「主体的に学ぶ生徒」を育成するには、生徒が

社会との関わりや学ぶ意義を実感できる「真正の課題の設定」

と、それを軸とした「学習活動の最適化」を、一連の流れとし

て構造化する「単元構成の工夫」が不可欠である。 

 【資料３】生徒質問紙(37)(36)の結果 

【資料２】令和６・７年度全国学力・学習状況調査の生徒質問紙（32）の結果 



４ 主題・副主題の意味 

（１）主題の意味（「主体的に学ぶ」とは） 

「真正の課題」の解決に向けて見通しをもち、「思考力・判断力・表現力等」を駆使して、必要な「知

識及び技能」を習得・活用しながら粘り強く取り組み、その過程を振り返り、評価・改善し、次につな

げていく姿のことである。 

2016 年の中央教育審議会答申では、学習指導要領が掲げる３つの視点に基づいて、授業改善の中心を

生徒とした上で「何ができるようになるか、何を学ぶか、どのように学ぶか」が整理された。このうち、

「どのように学ぶか」の核として提唱されたのが、「主体的・対話的で深い学び」である。同答申では、

「主体的な学び」を「学ぶことに興味・関心を持ち、自己のキャリア形成と関連付けながら、見通しを   

もって粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる学び」と定義している。 

また、OECD の「ラーニング・コンパス 2030」【資料４】においても、自律的に学び続けるためのプロセ

スとしてAARサイクル（Anticipation：見通し、Action：行動、Reflection：

振り返り）が提唱された。この   認知サイクルを回すことで、試行

錯誤を繰り返しながら課題の解決に 向かい、主体的に学びを深めてい

くことが期待されている。 

この国内外の潮流と本校生徒の実態に即し、生徒が「真正な課題」に

出会う中で学習への動機づけや解決への見通しをもち、「思考力・判断

力・表現力等」を駆使して、「知識及び技能」を習得・活用しながら、

粘り強く取り組み、その過程を振り返り、評価・改善して、次につなげ

ることができる生徒の育成を図る。 

 単元構成の各段階における生徒の姿 

〇 「真正の課題」を自分事（社会との関わりや学ぶ意義が実感できるもの）として捉え、解決への見

通しを立て、学びに向かう姿。                       （課題把握の段階） 

〇 各教科の「見方・考え方」を働かせ、「思考力・判断力・表現力等」を駆使しながら、必要な「知

識及び技能」を習得・活用し、学習課題に対する自らの解を粘り強く追究する姿。 

   （課題追究の段階） 

〇 学習過程で得た解をまとめ、他場面（未知の状況）でも活用可能な「生きて働く知識」へ高めると

ともに、自らの学習過程を評価し、今後の学習の改善につなげる姿。     （課題解決の段階） 

（２）副主題の意味 

ア 「真正の課題」とは 

各教科の学習指導要領（目標や内容）に準拠したもので、社会との関わりや学ぶ意義を実感でき、生

徒が鍛錬された探究を通して自ら知識を構築しながら、価値ある成果物を生み出すことができる学習

課題のことである。 

この定義の基盤となる「真正の学び」について、フレッド・M・ニューマン(2017)は、「単なる学校での

成功を超え、成功を収めた大人たちが成し遂げるような、有意味で価値のある重要な知的成果を生成する

ことこそが学習の本質である」と述べている。これらを実現するためには、「知識の構築」、「鍛錬された

探究」、「学校外での価値」の三要素を備えた指導と評価課題が不可欠である。 

また、石井(2025)によると、真正の学びにおける「真正（ホンモノ）」とは、単に実用的であることを

指しているのではなく、教育的に加工される前の「現実のリアル」や「文化の厚み」に触れることである

と指摘している。 

【資料４】OECD ラーニング・コンパス 2030 



次期学習指導要領に向けた「論点整理（※１）」においても、当事者意識を持って、自分の意見を形成

し、対話と合意ができる生徒の育成が重視されている。各教科には「生きて働く確かな知識」の習得（知

識の構築）に加え、興味・関心が広がる教材・学習方法の選択（学校外での価値）、表現活動や探究的な

要素をもつ学習活動の充実、さらには家庭学習までを見通した自己調整の指導（鍛錬された探究）が求め

られている。 

こうした動向等を踏まえた上で、石井(2025)は、生徒の主体性を育むためには、学習意欲を喚起する「入

り口」の工夫が不可欠であると示している。具体的には、実社会との結びつきや将来の有用性を実感させ

る「社会的・実用的文脈」と、知的好奇心を刺激し、世界の仕組みに驚きや不思議を感じさせる「学問的・

文化的文脈」という二つの側面から学習課題の設定をすることとしている。 

本校ではこれまでの研究実践を土台とし、これらを以下の２つの学習課題として定義する。 

実用的課題：生徒が日常生活との繋がりを実感し、学ぶ必要性や切実感がもてる課題 

具 体 例：日常生活や現実社会の中の課題に対して、「具体的な解決策を提案」できるもの 

正解が一つではない問いに対し、根拠をもち「最適解・納得解」を導き出せるもの 

習得する知識や技能が、実生活において高い「有用性」を感じさせるもの等 

学問的課題：生徒の知的好奇心を刺激し、学習へのエネルギーを内発的に生み出す課題 

具 体 例：経験的疑問や理想と現実のギャップから生じるもの、世の中の不思議や驚きを解き明か

すもの（矛盾の解消、背後の法則、美の構造、真理の追究等）、多角的な解釈が可能なも

の等 

これらの学習課題の設定を通して、「生徒の目を現実、あるいは学問の世界へと開かせていく、ホンモ

ノのにおいのする授業」を展開しながら、次のような学力を身に付けさせていく（※２）。 

石井(2023)によれば、教科の学力は「個別的知識・技能（覚える）」から「統合的な理解（わかる）」、

そして「総合的な活用（使える）」という三つのレベルで捉えることができると述べている。本研究では、

最上位層の「使える」レベルの学力を目指す【資料５】。 

従来の授業では「基礎を定着させてから応用へ」という順序が一般的で

あったが、石井(2023)は、基礎の反復のみに終始して土台（下位層）へ

と降りていく指導は、かえって主体性を損なう逆効果を招くと警鐘を鳴

らしている。そこで本研究では、指導の順序を「逆転」させる。単元の

導入で「真正の課題」を提示して生徒の学習への目的意識を 高め、そ

の解決のプロセスにおいて「思考力・判断力・表現力等」を駆使させな

がら、必要な「知識及び技能」を習得・活用させていき、「高次の資質・

能力」の獲得を目指す。（※３、４、５参照） 

 

イ 「単元構成の工夫」とは 

「真正の課題を軸とした単元の構造化」と「Less is More の考え方に基づく学習活動の最適化」に

より、限られた時間の中で「資質・能力の高度化」と「教育課程の効率化」を実現する、単元および授

業デザインを構築することである。 

① 「単元」という時間軸の必然性と配時の工夫 

「真正の課題」は一単位時間で完結しない。石井（2025）が指摘するように、概念の習得には「問い

と答えの間の長いプロセス」が不可欠である。そのため、一コマごとの分断された学習ではなく、単元

全体で時間の活用を捉え直す。この時間軸の中で、知識習得を効率化し、探究に時間を厚く配分する「配

時の工夫」こそが、授業デザイン転換の要となる。 

【資料５】学力の３層構造（石井、2023） 



② “Less is More”による質の高い学び 

石井(2025)は“Less is More”の考え方に基づき、網羅的な教え込みから脱却し、「教える内容を絞

り込むことで、学びを深め、結果としてより多くの力が身に付く」という指導内容や方法を精選するこ

との必要性を指摘している。中核的概念に焦点を絞ることは、教育課程の効率化のみならず、高次の資

質・能力の確実な育成につながる。その際、適切な「配時の工夫」を講じることで、生徒が粘り強く課

題に向き合える探究の時間を確保し、学びの質の転換を図る。 

③ 「問題解決学習」としての構造化 

モデルの「再現性」「汎用性」を高めるため、問題解決学習のプロセスを単元スパンに適用する。「課

題把握・課題追究・課題解決」を骨子として、各段階の特性に合わせて学習時間を最適に配分する。こ

の構造化により、教師側の「指導の効率化」と、生徒側の「自律的な探究」を両立させる再現可能な仕

組みを構築する。 

 

５ 研究計画の概要 

（１）研究の目標 

「主体的に学ぶ生徒」を育むために、各教科において実用的・学問的な側面をもつ『真正の課題』を

軸とした単元の構造化を図るとともに、Less is More の考え方に基づく『学習活動の最適化』を推進

することで限られた時間の中で「資質・能力の高度化」と「教育課程の効率化」を両立させる指導法の

在り方について究明する。 

 

（２）研究の仮説 

単元構成における「課題把握」、「課題追究」、「課題解決」の各段階において以下の手立てを講じれ

ば、生徒は「真正の課題（単元における学習課題）」解決への見通しをもち、「思考力・判断力・表現

力等」を駆使して「知識及び技能」を習得しながら、粘り強く学びを調整することができる。また、そ

の過程を振り返り、評価・改善し、次につなげていく「主体的に学ぶ生徒」を育むことができるであろ

う。 

① 「課題把握」の段階では、まず「真正の（単元における学習）課題」設定の準備を行う。その際、

社会との関わりや学ぶ意義を見いだすために必要な知識を習得させたり、各教科等の特質に応じた

問題を意図的な工夫で生徒と出会わせたりする。次に、「真正の（単元における学習）課題」を設定

する。最後に、生徒が見通しをもちながら学びを進められるようルーブリックを提示する（ルーブリ

ックについては主に主題研究２年目以降実施）。それにより、学びへの動機づけと方向づけを行う。 

② 「課題追究」の段階では、生徒が真正の（単元における学習）課題の解決に向かって、試行錯誤し

ながら粘り強く学びに向かえるよう「学習活動の最適化」を行う。１単位時間の目的を明確に描いた

上で、その達成に不可欠な手立てとして、「配時の工夫」を軸とした指導を展開する。これにより、

生徒が「思考力・判断力・表現力等」を発揮したり、課題解決に必要な「知識及び技能」を習得した

り、学びを自己調整したりする等の学習活動の時間を設定する。 

③ 「課題解決」の段階では、まず、学習のまとめ（単元における学習課題に対する解（有意味で価値

（学校外での価値）のある知的成果の生成）を行う。その際、「課題把握」で提示したルーブリック

を拠り所として、記述させる。次に、「学習（学び方を含む）の振り返り」を行う。その際、学習の

プロセスを整理（わくわくした所や、つまずいた所、工夫した所等）し、次単元の学習を含む今後の

学び方（次に試したい学び方、行動）につないでいく。 

 



（１）研究の仮説における主な手立て 

ア 志摩中授業スタイル（問題解決学習（Project-Based Learning）の学習過程に基づいた） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 45 分授業における「学習活動の最適化」のための授業展開例 

【A】「導入特化型」 

 

 

 

     ねらい：単元または本時における『学習課題』の把握・設定に重点的な時間配分を行うことで学び

への動機づけや方向づけができる。（学びに向かう力、人間性等） 

 

    【B】「オーソドックス型」 

 

 

 

     ねらい：１コマ完結型で、従来どおり教師が多種多様なねらいをもった授業展開ができる。 

 

 



    【C】「90 分１コマ型」 

 

 

 

 

 

 

     ねらい：生徒の資質・能力の育成に特化した時間の活用ができる。 

（例）必要に応じて、基礎的な知識を習得することができる。（知識及び技能） 

学習課題に対する自らの解を表現することができる。(思考力、判断力、表現力等) 

          粘り強く学習に取り組むことができる。（学びに向かう力、人間性等） 

 

    【D】「まとめ・次時導入接続型」（主に内容知優勢の単元または時間で活用）  

 

 

 

          ねらい：１単位時間の終末に「なぜ」や「どうして」と思う手立てを講じることで、次時の導入の

簡略化や、家庭学習等での生徒の主体的な学びを促すことができる。 

（学びに向かう力、人間性等） 

 

    【E】「単元内帯活動型」(主に方法知優勢の単元または時間で活用)  

 

 

 

 

     ねらい：帯活動で基礎的な知識を習得することができる。（知識及び技能） 

展開で習得した知識を活用することができる。 (思考力、判断力、表現力等) 

 

【F】「交流活動型」 

 

 

 

ねらい：意図的な交流活動を通して、他者の視点ややり方等を、生徒が自らの解の整理やまとめ等 

に生かすことができる。（思考力・判断力・表現力等） 

 

       【G】「思考中心（解の生成）型」 

 

 

 

     ねらい：学習課題に対する自らの解を表現することができる。(思考力、判断力、表現力等) 

粘り強く学習に取り組むことができる。（学びに向かう力、人間性等） 



（４）検証方法 

  ・全国学力・学習状況調査、県学力調査等の各種テストや質問紙の分析 

  ・生徒による授業評価アンケートの結果分析 等 

 

（５）計画 

第

１

年

次 

ア 第１年次は、研究開発課題（文科省）の研究内容Ⅱにおける「③資質・能力の育成をするため

の効果的・効率的な指導や支援の手だての創出」の実現に主眼を置く。中核的な方策として、本

研究の独自性である「真正の課題」の設定と、「学習活動の最適化（「配時の工夫」を軸とする）」

を行い、「②授業時間短縮に応じた指導過程の最適化」で検証する。これにより、教育課程の効

率化と、指導の質の高度化を両立させる具体的なモデル構築をする。（課題把握の段階、学習活

動の最適化） 

イ 各教科部会（音楽、美術、技術・家庭科は１つの拡大教科部会とする）から、1本ずつ公開授

業を行う（研究開発学校に伴う中間報告会にて）。その際の指導案については、必ず各教科の学

習指導要領（解説）に準拠して作成するものとする。 

ウ 指導案検討については、基本的に教科部会内で行うものとする（ただし、８月には他教科の先

生方から）意見等をもらう場、９月には各教科で講師（指導主事等）を招聘し、指導・助言をも

らう場を設定する）。また、公開授業に向けて、各教科グループ内で予備実践を実施し、指導法

や学習活動について検討を重ねる。その成果と課題を中間報告会での公開授業へと還元し、実践

の精度向上を図る。 

エ 各学年で、各種テストや各種質問紙を分析し、「生徒の主体的な学びへの実感につながってい

るか」や「資質・能力の育成に寄与しているか」等を検証する。 

オ 主題研究に係る全日程終了後、教科部会で研究の成果と課題のまとめを行い、次年度につなげ

る。 

第

２

年

次 

ア 第１年次の研究の成果と課題を踏まえた上で、第１年次の“ア”を踏襲しつつ、「④生徒が学

びを一定のまとまりとして捉えて行う学習評価の内容や方法の整理と適正化」の実現を目指す。

具体的な方策としては、学習指導要領解説に準拠したルーブリックを用いた「まとめ活動」を行

う。また、本研究における「自らの学習過程を評価し、今後の学習の改善につなげる姿」の実現

に向けては、「学習（学び方を含む）の振り返り」を行い、振り返り活動の充実を見据えて、単

元構成を練る。（課題解決の段階、単元構成の工夫） 

イ 基本的に、全教員が研究授業を行うものとする（内６本については、研究開発学校に伴う中間

報告会での公開授業とする）。その際の指導案については、必ず各教科の学習指導要領（解説）

に準拠して作成するものとする。 

ウ 指導案検討については、基本的に教科部会内で行うものとする（ただし、８月には他教科の先

生方から意見等をもらう場、９月には各教科で講師（指導主事等）を招聘し、指導・助言をもら

う場を設定する）。また、公開授業に向けて、各教科グループ内で予備実践を実施し、指導法や

学習活動について検討を重ねる。その成果と課題を中間報告会での公開授業へと還元し、実践の

精度向上を図る。 

エ 各学年で、各種テストや各種質問紙を分析し、「生徒の主体的な学びへの実感につながってい

るか」や「資質・能力の育成に寄与しているか」等を検証する。 

オ 主題研究に係る全日程終了後、教科部会で研究の成果と課題のまとめを行い、次年度につなげ

る。 



第

３

年

次 

ア これまでの研究の成果と課題を踏まえた上で、第１、２年次を踏襲し、現時点での完成型を目

指す。 

イ 基本的に、全教員が研究授業を行うものとする（内６本については、研究開発学校に伴う中間

報告会での公開授業とする）。その際の指導案については、必ず各教科の学習指導要領（解説）

に準拠して作成するものとする。 

ウ 指導案検討については、基本的に教科部会内で行うものとする（ただし、８月には他教科の先

生方から意見等をもらう場、９月には各教科で講師（指導主事等）を招聘し、指導・助言をもら

う場を設定する）。また、公開授業に向けて、各教科グループ内で予備実践を実施し、指導法や

学習活動について検討を重ねる。その成果と課題を中間報告会での公開授業へと還元し、実践の

精度向上を図る。 

エ 各学年で、各種テストや各種質問紙を分析し、「生徒の主体的な学びへの実感につながってい

るか」や「資質・能力の育成に寄与しているか」等を検証する。 

オ 主題研究に係る全日程終了後、教科部会で研究の成果と課題のまとめを行う。その後、研究部

にて、その結果の集約を行い、次年度の研究主題の作成につなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《主な参考文献》 

 

・文部科学省『研究開発学校と学習指導要領』（2025） 

 

・文部科学省『論点整理』（2025） 
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等について（答申）』（2016） 
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な学びと、協働的な学びの実現～（答申）』（2021） 
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クト「時間短縮でも学びの質を落とさない授業へ ～次期学習指導要領を見据えた教え方とは～」（オンラ

イン）』、朝日新聞社（2025 年７月） 

 

・石井英真『中学校・高等学校 授業が変わる学習評価深化論』図書文化（2023） 

 

・西岡加名恵編著『教科の「深い学び」を実現するパフォーマンス評価 「見方・考え方」をどう育てるか』

（2020） 

 

・フレッド・M・ニューマン『真正の学び／学力―質の高い知をめぐる学校再建』春風社（2017） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜参考資料＞ 

（※１）次期学習指導要領に向けた基本的な考え方（論点整理より一部抜粋）（令和７年９月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※２）各教科の「真正の課題」パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（※３）学力・学習の質と評価方法との対応関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※４）学力・学習の質的レベルと「知の構造」 

（出典：石井英真『授業づくりの深め方』ミネルヴァ書房、2020 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（※５）学力・学習の質的レベルに対応した課題例、および適合的な教具とメディアの使用法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究内容Ⅱに係る全体授業研究の概要について             令和８年 11月 13 日（金） 

糸島市立志摩中学校  

１ 研究内容Ⅱと主題研究とのリンク（前段） 

本校では、文部科学省等からの指定事業に基づき、 「研究内容Ⅱ ：各教科等の授業時間短縮に応じた

授業におけるカリキュラム・デザインの在り方」を研究課題として位置付けている。 

研究内容Ⅱを全校体制で推進し、単なる「授業時間の短縮」にとどまらない質の高い教育課程を編成

するため、校内で行う 「主題研究」と緊密にリンクさせて研究を進める。今回の「全体授業研究」は、

この研究内容Ⅱの趣旨を主軸に据えた「主題研究」の手立てを実証・検証する実践の場として実施した。 

２ 全体授業研究の目的 

（１）主題研究（研究内容Ⅱ）における授業モデルの検証 

授業時間短縮に対応したカリキュラム・デザインにおいて、「真正の課題」を用いた授業展開が 

生徒の主体的な学びを担保・促進できるかを実証的に検証する。 

（２）45分授業を成立させる「真正の課題」の抽出・精選プロセスの解明 

時間的制限の中で学習の質の向上を図るため、単元の中で学習内容を絞り込み （Less is more）、

生徒にとってより深い学びにするためにどのような 「真正の課題」を設定すべきか、研究部会との

協働的な指導案作成を通して手法を体系化する。 

（３）研究開発学校関係者等の外部視点による客観的評価と助言 

指定研究としての妥当性や精度を高めるため、外部の有識者及び研究開発学校推進するための

関係者から専門的な指導助言を得る。 

（４）定例の教科部会と連携した実践の波及 

研究授業で得られた５分短縮授業へのアプローチや単元構成のノウハウを定例の教科部会へ 

持ち帰り、各教科の日常的な授業（教材）研究へ還元・定着させる。 

３ 全体授業研究に係る動きの流れ 

（１）事前の取り組み 

① 主題研究の概要に関する研修会の実施 

→ 文部科学省指定に関わる「研究内容Ⅱ」とリンクした主題研究のねらいや手立てなどの理論、

及び３か年計画で段階的に推進していく見通し等を全教職員で共有した。 

② 研究部との学習指導案作成と事前協議 

→ 授業者を中心に研究部との協議を実施。45 分という制限時間の中で生徒の深い学びを引き出

すため、「真正の課題」との出会わせ方やその手立て、事前・事後学習との連動、指導過程の

精選に重点を置いた単元計画や本時の学習過程などを作成した。 

（２）当日の取り組み 

① 公開授業の実施 

→ 全教員が参観し、福岡県授業参観シートを活用して見取り

を行った。問いの精選度、45 分の時間配分、生徒の思考や

対話の深まり等、主題研究に即した検証ポイントに焦点を

当てて参観した（資料１）。 

→ 本授業には、研究開発学校に関わる指導主事や有識者等の

関係者を招聘し、指定研究の文脈におけるカリキュラム・

デザインの成果と課題を外部の客観的視点から把握した。 
【資料１】授業参観の様子 



② 事後検討会（全体協議） 

→ 事後検討会では、研究主題・副主題に焦点を当てたグループワークを実施 （グルーピングは

基本的に各教科部会単位）。 

→ 参加教員が、本時 （数学科）で扱われた「真正の

課題」を参考に、各教科の特質に応じた真正の課

題の 「要素」 （現実社会との関連性、生徒にとって

の切実さ）やなぜ、その課題を抽出したのかとい

う理由について交流・表現する活動を展開した

（資料２）。また、その際、招聘した研究開発学校

関係者に各グループワークに入っていただき、直

接指導助言を得た。 

（３）事後の取り組み 

① 定例教科部会でのリフレクションと還元 

→ 全体授業研究・事後検討会で明らかになった知見（真正の課題の設定と、それに出会わせる

手立て、45 分枠での有効な学習活動等）を定例の教科部会に持ち帰った。 

→ 自教科における日常の 45分授業の単元計画（カリキュラム・デザイン）に反映・再構築し、

学校全体の研究指定の達成に向けて実践を継続している。 

→ 研究発表会での公開授業１（５教科＋実技１教科）の学習指導案作成は、公開授業者を中心

に据えつつも、基本的には教科部会が主体となって作成・練り上げを行う体制ができた。 

４ 成果と今後の方向性 

（１）成果 

① 指定研究を軸とした主題研究推進体制の構築 

→ 文部科学指定等の「研究内容Ⅱ」に主題研究の方向性を揃えたことで、全教員が明確な課題

意識を持って授業改善に取り組む構造が整った。 

② 「真正の課題」を通じた時間の精選と授業の質的転換への足掛かり 

→ 事後検討会において「真正の課題」の要素やその抽出理由を交流したことにより、授業時間

を短縮しても「核となる課題」を精選することで、生徒の主体的な学びが十分に成立するこ

とが確かめられた。 

③ 外部専門機関・関係者との連携深化 

→ 研究開発学校推進の関係者の招聘したことで、本校の取組に対する客観的な評価と、今後の

指定研究推進に向けた質の高い示唆を得ることができた。 

（２）今後の方向性 

① 全教科・全単元へのカリキュラム・デザインの波及 

→ 全体授業研究で得られた成果モデルを各定例教科部会に還元し、年間を通じた日常の 45 分

授業の単元再構成へと波及させる。 

② 学習の質と定着度の検証 

→ 時間短縮に伴う学力の定着や生徒の主体的な学びの変容について、パフォーマンス評価や

振り返りシート等のデータを継続的に収集・分析し、指定研究の報告に向けたエビデンスを

蓄積していく。 

 

【資料２】グループワーク時の作成物 



授業を公開する各教科における単元及び授業デザインの考え方について  令和８年 11 月 13 日（金） 

糸島市立志摩中学校  

 研究開発課題（多様な個性や特性、背景を有する子供達を包摂する柔軟な教育課程の編成 ～一人一

人の興味・関心に応じた学びの充実のための弾力的な教育課程編成～ ）の解決に向け、教育課程内で

行う授業（45分授業）の在り方を究明する（研究内容Ⅱ）。そこで、本年度より校内研究主題を「主体

的に学ぶ生徒の育成 ～各教科における「真正の課題」を取り入れた単元構成の工夫を通して～ 」と

設定し、本校の主題研究と関連付けた。本研究主題の１年目としては、各教科において「真正の課

題」を設定することとした。その理由としては、「真正の課題」を設定することで、すべての子供達が

学ぶ意義や必要性を実感しながら、主体的に学びに向かうことができ、VUCA 時代を生き抜くために必

要な資質・能力の育成につながると考えた。そこで、各教科でめざす主体的に学ぶ生徒の姿と、その

ための授業づくりにおける工夫を「教科における単元や授業デザインの考え方」として設定し、以下

に示す。 

 教科でめざす主体的に学ぶ生徒の姿 教科における授業づくりの工夫 

国 

 

 

語 

単元における学習課題の目的・

場面・状況に応じて、文章の内容

や構成、表現の意図に着目しなが

ら、自分の考えを形成・再構築

し、目的に応じて適切な言語表現

を選択して伝えようとする生徒 

○ 言葉の選択や表現の違いに着目できるように、作品の

情景や心情を自分の感性と結びつけて読み深める場面を

設定する。 

○ 言葉の選択による印象や意味の違いを捉えることがで

きるように、複数の表現を比較する場面を設定する。 

○ 言葉の価値や多様性、時代による変化への理解を深め

ることができるように、具体物の提示を行う。 

○ 言語文化への理解と自分の考えを適切に言語化できる

ように、教材の特質を生かした単元構成を工夫する。 

社 

 

 

会 

単元で設定した学習課題に対

し、社会とのつながりに着目しな

がら、社会的事象を多面的・多角

的に捉え、他者との対話や批判的

吟味を通して、根拠ある「最適

解・納得解」を導き出し、自ら社

会と関わり続けようとする生徒 

○ 社会的な見方・考え方を働かせながら自らの考えを構

想・構築できるように、生徒にとって切実感のある「真

正の課題」を単元における学習課題として設定する。 

○ 社会的事象を多面的・多角的に考察できるように、適

切な資料の提示や複数の視点をもてる学習活動を設定す

る。 

○ 自分の考えを批判的に吟味・調整・再構築できるよう

に、発問の工夫や他者との意見交流を通して他者と協働

的に探究する場面を設ける。 

○ 学びを社会への参画につなげることができるように、

形成した「最適解・納得解」を社会への提言や成果物と

して表現する学習活動を位置付ける。 

数 

 

 

学 

学習課題を解決する過程の中

で、数学のよさを知り、数学と実

社会との関連についての理解を深

め、数学を生活や学習に生かそう

としたり、事象を論理的に考察

し、数学的な表現を用いて簡潔・

○ 日常生活や社会、数学の事象から問題を見いだすこと

ができるように、数量や図形、関係に着目して数学化す

る場面を設定する。 

○ 数学的な表現を用いて自分の考えを説明し、伝え合う

ことができるように、考えを表現・交流する場面を設定

する。 



明瞭・的確に表現しようとしたり

する生徒 

○ 解決方法や結果、自分の考えを改善することができる

ように、解決過程や結果を検討する時間を設定する。 

○ 既習の知識や技能と関連付け、統合的・発展的に考察

できるように、新たな問題の発見・解決へとつながる真

正の（単元における）学習課題を設定する。 

理 

 

 

科 

単元で設定した学習課題に対

し、自然の事物・現象の変化や規

則性に着目しながら根拠をもって

予想し、課題解決に向けて観察・

実験を計画し進んで調べ、結果を

根拠に考察し自らの考えを見直

し、新たな課題を見いだそうとす

る生徒 

○ 学習への関心を高め、自分なりの問題意識をもつこと

ができるように、日常生活や社会に関連した事物・現象

を学習課題として設定する。 

○ 見通しをもって観察・実験に取り組むことができるよ

うに、自分なりの予想を立てる場面を設定する。 

○ 目的意識をもちながら、根拠を基に考察できるよう

に、観察・実験の目的を明確にし、探究する時間を確保

する。 

○ 観察・実験の結果を基に考察し、学習内容への理解を

深め、新たな問題を見いだすことができるように、次の

学習課題へとつながる単元計画を構成する。 

保

健

体

育 

運動の特性や心身の機能・健康

課題に着目し、自己や成果の状況

に応じた課題解決に向けて合理

的・効果的な方法を工夫しなが

ら、仲間と協働して運動に親しむ

とともに、健康な生活の実践に向

けて主体的に取り組もうとする生

徒 

○ 学習の目的や価値を実感できるように、実生活に結び

つく「真正の課題」を設定する。 

○ 生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現に向けて、

日常生活における運動やスポーツとの関わりを考える場

面を設定する。 

○ 健康の保持増進に向け、よりよい生活習慣を考えるこ

とができるように、自分の生活を振り返り、考察する場

面を設定する。 

○ 自分に合った課題解決の方法を見いだすことができる

ように、他者との対話や試行錯誤する時間を確保する。 

外 

 

国 

 

語 

単元における学習課題にあるコ

ミュニケーションの目的・場面・

状況に応じて、文化の違いや社会

や相手との関わりに着目し、表現

等を工夫しながら自分の考えを形

成したり、伝えたりしようとする

生徒 

○ 学習への関心を高め、自分事として考えることができ

るように、生徒にとって身近な問題を学習課題として取

り上げる。 

○ 英語を用いて伝え合う目的や必要性を実感できるよう

に、英語を用いる必然性のある言語活動を設定する。 

○ 自分の考えを形成し、表現することができるように、

必要な知識や情報を得るインプットの時間を確保する。 

○ 自分の考えを相手に伝え、伝え合う力を高めることが

できるように、インプットとアウトプットの時間を単元

の中でバランスよく確保する。 

 


		2026-11-06T20:39:00+0900
	ITO-0867




